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奇
岩
続
く
景
勝

ご
神
体
も
石

岩
尾
神
社
（
山
添
村
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
山
添
村
吉
田

（
祭
神
）
岩
尾
大
神

（
文
化
財
）
巨
石
は
村
指
定
史
跡

（
交
通
）
県
道
奈
良
名
張
線
道
標
か
ら
里

道
を
数
百
㍍

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
山
添
村
観
光
協
会
０
７
４
３
・

・
０
０
８
１

岩
尾
神
社
拝
殿
と
神
体
石

三
重
県
と
の
県
境
に
位
置

す
る
山
添
村
。県
道

号（
奈

良
名
張
線
）
か
ら
里
道
を
数

百
㍍
入
っ
た
村
の
東
部
が
、

岩
尾
神
社
の
あ
る
吉
田
集
落

で
す
。
東
方
を
流
れ
て
い
る

の
が
名
張
川
で
、
集
落
の
辺

り
は
奇
岩
、
奇
石
が
続
く
景

勝
地
で
す
。

集
落
の
中
央
部
、
鬱
蒼
と

大
樹
が
茂
る
山
の
中
に
、
岩

尾
神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
石
段
が

続
き
、
左
に
は
丸
み
を
お
び

た
灯
籠
、
そ
こ
か
ら
起
伏
に

富
ん
だ
里
の
風
景
が
見
渡
せ

ま
す
。
石
段
を
登
り
き
っ
た

場
所
に
拝
殿
が
あ
り
、
木
々

に
守
り
包
ま
れ
た
台
地
の
空

間
が
広
が
り
ま
す
。

祭
神
は
岩
尾
大
神
で
、
拝

殿
の
す
ぐ
背
後
に
、
ご
神
体

の
巨
大
な
２
個
の
自
然
石
を

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
つ
の
巨
石
の
間
に
祠

が
設
け
ら
れ
、
岩
尾
大
神
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
神

が
こ
の
地
に
降
臨
し
た
際
、

神
が
た
す
き
掛
け
で
石
を
背

負
っ
て
き
た
名
残
と
伝
わ
る

紐
の
よ
う
な
跡
が
く
っ
き
り

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

神
体
石
を
含
め
周
辺
の
箪

笥

長
持

葛
石
、
鏡
台
と

名
付
け
ら
れ
た
石
や
、
馬
の

蹄
跡
の
あ
る
石
は
、
村
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
お
り
、
わ
ず
か
な
隙
間

か
ら
木
漏
れ
日
が
注
ぐ
と
、

ま
る
で
古
代
の
風
景
が
照
ら

し
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
で

す
。
神
体
石
の
足
元
は
、
か

つ
て
の
「
石
売
り
行
事
」
で

子
ど
も
た
ち
が
河
原
で
拾
っ

て
き
た
小
石
な
ど
で
、
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

藤
井
哲
子
）


